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1 河川改修による河床の平坦化による自然環境の単純化と復元方策 

 中小河川の中上流部では，従来の河川改修に伴う川幅拡大による掃流力の低下や河床均しによる全面平瀬化、

砂防ダムの設置に伴う土砂貯留や洪水調整による砂礫の移動阻害の結果，河床の物理的環境が単調化した． 
 そしてその現象の典型的なケースとして流路全面をツルヨシ群落が覆い，元来生育していた多様な河辺植生

が消失する場合がある．そこで，この状況を改善し，本来の多様な河川環境を復元するための比較的容易に実

現可能な方策として，平坦化している河床を掘削することによる，明瞭な流路の復元がある（以下“流路復元”

という）．以下に流路復元をした事例を基にその効果を検証する． 

２ 河床掘削による流路復元の施工（魚見川
うおみがわ

の事例） 

（1）魚見川の概要 

魚見川（流域面積 17.2㎞ 2，流路延長 6.5㎞，縦断勾配 1／100，河床幅
30m）は，福井県嶺北地方南部の池田町を流れる山地河川である．河川改修
は，ほぼ完了しており，流路全面をツルヨシが覆っていた（図 1）．  
（2）流路掘削による流路復元の実施 
流路復元は．聴き取り調査結果や文献を基に，蛇行の波長と振幅を決定し

た（流路幅 7～10ｍ，波長
50～80ｍ，振幅約８～10ｍ，
延長 750ｍ，H13年 12月施
工，図２，3）１）． 
（3）事後調査 

 施工約 1年後の平成 14年 11月に流路の
維持の状況と流路復元区間（延長 750ｍ）
の中間付近の１波長分（延長 50ｍ）につい
て，流路復元による環境の変化を判断する

ため，横断面３箇所の植生調査と流路部の

河床形態調査を行った（図 3）． 
ａ）植生調査 
 今回の流路復元により水深の変化がつ

くとともに，蛇行によって流路付近に土砂の堆積および浸食作用がみられるようになった．これらの攪乱条件

により，土砂の堆積する蛇行部の非水衝部側に主にその変化が見られ，傾斜の緩やかな水辺や低湿地には１年

草群落であるミゾソバ群落，イヌビエ群落が，泥土の堆積した凸状地にはカナムグラ群落がみられた（図 4）．
以前から調査区間内に生育していたと推定されるツルヨシ群落などの多年草群落や木本群落と比較すると，水

 
図 1 魚見川のツルヨシ群落 
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図 3 流路の調査区間全景 平成 14 年 11 月 L＝50m（右岸より）

Ａ，Ｂ，Ｃは植生調査断面の位置 
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図 2 流路復元 横断図 
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(注):流路形成後１年間(Ｈ13.12～Ｈ14.12)での最高水位(推定) 
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際部の群落では，ヌカキビなど，

種組成的にも新たな１年草が

出現している． 
ｂ）河床形態調査（流路部） 
 流路復元を施工していない

上流部のツルヨシ群落の河床

をみると，礫以下の粒径の小さ

なものが優占して堆積してお

り，沈み石や浮石を多く見るこ

とができない． 
 今回行った調査は，流路部を

1ｍ×1ｍのコドラートに区切
り，箱めがねによる目視と足で

河床を踏みつけて確認し，

「砂地」，「沈み石」，「浮石」に区分

した． その結果，流路部の河床で

は，流心部付近に浮石が多く存在す

るとともに，浮石の周辺部に沈み石

が存在する傾向をみることができ

た（図 5）．すなわち流路部では，
水深の増加とそれにともなうツル

ヨシ群落の消滅による，掃流力の増

加により，粒径の小さな河床材料の

移動を促進したことによるものと

判断する．その結果，例えばカジカ

の生息環境を改善する効果がある

ものと考える（カジカは，産卵場所

が沈み石であり，成魚は，浮石の底

で生活する２））． 
３ 流路復元の効果と今後の課題               
① 流路の流心部付近の河床に「浮石」が，その周辺部には,「沈み石」の箇所が形成され，魚類をはじめとす
る生物の生息環境を改善する効果がある． 

② 蛇行部の非水衝部側を中心にミゾソバ，イヌビエなどの１年草群落が生育し，多様な環境を生み出している． 
今後，流路復元を河川生態系復元にとって一層効果的にするために，流路蛇行部の水衝部を深く掘り下げ淵

をつくることや，水辺部分を遠浅に仕上げて，流路形成による浮石，沈み石による産卵場や成魚の生息場の復

元に加え，稚魚や幼魚の生息環境を復元することにも配慮した流路復元を行うべきであると考える． 
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図 5 流路部の河床形態の区分：流心および水衝部付近に「浮石」が，その周辺に 
「沈み石」が形成する傾向をみることができる 

：「浮石」（粒径 10cm 以上の浮石が優占している箇所） 

：「沈み石」（粒径 10cm 以上の沈み石が優占している箇所）

：「砂地」（粒径 10cm 未満の砂礫が優占している箇所） 
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図 4 植生配分図（H14 年 11 月現在）：全体的には，ツルヨシ群落が優占しているが，流路復

水際部には，ミゾソバ・イヌビエなどの，撹乱される場所を好む１年草群落が生育し，植生の多様

化が認められた． 
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